
【資料３】 

取組４６「プール施設のあり方」 

 

１ いきいきセンターの取組 

（１）プール施設のあり方の検討の経過 

平成１９年１２月に開催された行政改革推進本部において、機能転換が必要な体育

施設の一つとして位置づけられ、「３つの温水プールのうち少なくとも１箇所の温水

プール機能を停止し、存続する施設に機能を集約して、施設利用効率を上げていくも

のとする」とされた。 

平成２０年６月の議会では、「いきいきセンターの性格と存在意義について」の一

般質問に対して、「いきいきセンターは、市民のスポーツ及び健康づくり並びに地域

の交流施設としての役割を有している施設であるが、機能転換を図った方がいいとい

う結論が出ており、温水プール機能を停止する施設は、いきいきセンターとしている」

と答弁した。その後、関係各課の会議において、効率的な運営方法について検討し、

９月の議会で「いきいきセンターの温水プールの存続について」の一般質問に対して

は、「健康増進にかかる健康づくりに活用していくよう検討することになった」と答

弁した。 

期 日 取組等の経過 

平成２０年１１月 

「「行財政改革元年」における行政改革の取組」により、施設の効

率的運営を推進するため、平成２１年度の取組として、冬季（１

２月～２月）の運営の休止と運営時間の短縮（午後７時以降２時

間短縮・１０月、１１月及び３月は午後６時以降３時間短縮）を

行うことにした。 

平成２１年４月 運営時間の２時間短縮の取組（９月末まで） 

     １０月 運営時間の３時間短縮の取組（１１月及び３月） 

１２月 運営休止の取組（２２年２月まで） 

平成２２年３月 運営休止期間における利用動向調査の実施 

平成２３年４月 ２２年度と同様の取組 

 

（２）利用者数と経費の削減額 

 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 

利用者数 ２６,７５０人 ２０,３１６人 ２０,２９９人 

収入 使用料 ３,６７８,３８０円 ２,５０５,９９０円 ２,５４６,４２０円 

管理運営業務 

委託料 
１３,２８２,５００円 １０,５０５,２５０円 １０,５００,０００円 

シルバー人材セン

ター業務委託料 
３,８３９,７９４円 ３,４６１,４１６円 ２,７６９,２８２円 

電気料 ４,９３２,０５９円 ３,２２５,６８４円 ３,３２４,２７６円 

上下水道料 ３,３３４,８６５円 ３,０５１,１７０円 ４,１４９,２２０円 

支出 

重油代 ６,２１６,６３４円 ２,７８３,４６５円 ３,３００,２５３円 

支出計 ３１,６０５,８５２円 ２３,０２６,９８５円 ２４,０４３,０３１円 

   



【平成２１年度（平成２０年度比較）】 

  利用者数  △６,４３４人 

使用料(a) △１,１７２,３９０円 

支出計(b) △８,５７８,８６７円 

削減額  △７,４０６,４７７円（b－a） 

 

【平成２２年度（平成２０年度比較）】 

  利用者数 △６,４５１人 

使用料(c) △１,１３１,９６０円 

支出計(d) △７,５６２,８２１円 

削減額  △６,４３０,８６１円（d－c） 

 

（３）職員数（いきいきセンター係） 

 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 

職員数 １人（係長職） １人（再任用職員※2） ０人（係の廃止） 

非常勤職員※1 － ２人※2 ２人 

※ 1 非常勤職員は、非常勤嘱託員１人と非常勤職員１人 

※ 2 再任用職員は５月３１日まで、非常勤職員は６月４日から雇用  

 

（４）平成２３年度・平成２４年度の実施計画 

   継続して冬季（１２月～２月）の運営の休止と運営時間の短縮（午後７時以降２時

間短縮・１０月、１１月及び３月は午後６時以降３時間短縮）に取り組み、効果的な

運営方法について検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 市民プールの取組 

（１）プール施設のあり方の検討の経過 

「「行財政改革元年」における行政改革の取組」において、プール施設については、

今後、施設の効率的に運営を行う必要があるため、市民プールについては、開館時間

の短縮や統廃合等を検討することとした。 

いきいきセンターにおける運営の効率化の状況を踏まえ、平成２２年１０月から平

成２３年３月までの６か月間の開館時間を１時間短縮し、午後８時までにした。 

 

（２）利用者数と経費の削減額 

 平成２１年度 平成２２年度 比較 

利用者数 ３２,５１０人 ３３,９９４人※１ １,４８４人 

収入 使用料(e) ６,３４８,６６０円 ６,２０３,２００円※２ △１４５,４６０円 

管理運営業務 

委託料 
３１,４９９,５００円 ２９,８３７,８５０円 △１,６６１,６５０円 

シルバー人材セン

ター業務委託料 
３,１２４,３９３円※３ ２,０７９,６９０円 △１,０４４,７０３円 

電気料 ８,８９２,４３９円 ９,３９７,６４５円 ５０５,２０６円 

支出 

上下水道料 ３,４５６,５８８円 ３,７９２,７７４円 ３３６,１８６円 

支出計(f) ４６,９７２,９２０円 ４５,１０７,９５９円 △１,８６４,９６１円 

  ※１ 平成２２年１月の利用者数は、機器故障により閉館したため、０人であった。 

  ※２ プリペイドカードの利用と１時間利用券の発行により、平成２２年度の使用料

は、減少した。 

  ※３ 平成２２年１月から３月までの間は、職員が１人減少したため、シルバー人材

センター業務委託料が増加した。 

 

【平成２２年度（平成２１年度比較）】 

削減額  △１,７１９,５０１円（f－e） 

 

（３）職員数（市民プール係） 

 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 

職員数 ２人 ２人 ２人 

 

（４）平成２３年度・平成２４年度の実施計画 

   継続して１０月から３月までの６か月間の開館時間の１時間短縮するとともに、指

定管理者制度の導入に向けた事務作業を進め、平成２４年度から指定管理者による管

理運営に移行する予定である。 

  〔指定管理までのスケジュール〕 

    ７月…公募による応募資格等の決定 

    ８月…公募の実施 

    ９月…申請の受付 

   １０月…指定管理者候補の選定 

   １２月…市議会の議決 

    ４月…指定管理者による管理運営の開始 



参考 

 スケジュール（いきいきセンター） 

期 日 取組の経過 

公共施設再配置計画において、水着リフレッシュゾーンを廃止の

方向で検討することになった。 

議会で、水着リフレッシュゾーン機能廃止について、一般質問が

あった。 
平成１２年１２月 

健康増進を図る施設として、さらに機能の充実強化が段階的に図

られるよう取り組むことになった。 

議会で、いきいきセンターの改修について、一般質問があった。 

平成１３年１２月 
健康増進施設としての機能充実を図るためのバリアフリー化や維

持管理経費を縮減するための温水の循環装置を設置していくこと

になった。 

平成１９年１２月 

行政改革推進本部において、機能転換が必要な体育施設の一つと

して位置づけられ、「３つの温水プールのうち少なくとも１箇所の

温水プール機能を停止し、存続する施設に機能を集約して、施設

利用効率を上げていくものとする。」とされた。 

議会で、いきいきセンターの性格と存在意義について、一般質問

があった。 

平成２０年６月 
いきいきセンターは、市民のスポーツ及び健康づくり並びに地域

の交流施設としての役割を有している施設であるが、機能転換を

図った方がいいという結論が出ており、温水プール機能を停止す

る施設は、いきいきセンターとしている。 

議会で、いきいきセンターの温水プールの存続を求めて、一般質

問があった。 

平成２０年９月 関係各課の会議を開き、見直しも必要な施設ではあるが、健康増

進にかかる健康づくり等で活用していくよう検討していくことに

なった。 

平成２０年１１月 

「「行財政改革元年」における行政改革の取組」により、平成２１

年度の取組として、冬季（１２月～２月）の運営の休止と運営時

間の短縮（午後７時以降２時間短縮・１０月、１１月及び３月は

午後６時以降３時間短縮）を行うことにした。 

平成２１年４月 運営時間の２時間短縮の取組開始（９月末まで） 

     １０月 運営時間の３時間短縮の取組開始（１１月及び３月） 

１２月 運営休止の取組開始（２２年２月まで） 

平成２２年３月 運営休止期間における利用動向調査の実施 

平成２３年４月 前年度同様の取組開始 

 


